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緒言 

 

 平成 26年度ＣＯＣ事業は、次頁からの報告のとおり講義・演習・実習科目、運営会議の

開催、第 2回 COCシンポジウム、第 1回市民公開講座、ＣＯＣサテライト北須磨活動拠点

の開所、第 2回ＣＯＣアドバイザリーボードの開催、8件のＣＯＣ共同研究等、まずまずの

滑り出しとなった。 

 地域連携教育研究センター教員・スタッフは、北須磨地域の住民の方々から多大なる協力

を得られ、やりがいと満足感をかんじている。しかし、住民と学生からのアンケート調査結

果では、本学のＣＯＣ事業を知っている住民は 4割にとどまり、また、学生、特に 1，2年

生の場合は、ＣＯＣ事業が目指す継続看護や地域で働く訪問看護活動への認識は、それほど

高くはなかった。住民の反応については、参加者の 8 割以上が良かったとの回答していた

市民公開講座やシンポジウムのアンケート結果から、上記の様々な活動イコールＣＯＣ事

業との認識が低かったことが原因であることが推察でき、今後、広報の工夫が必要である。

一方、学生の場合は、低学年であることがその原因であるが、今後は、1，2 年生の北須磨

地域での学びや体験が、3・4 年次の実習において継続看護や地域在宅ケアの習熟につなが

るよう、4年間のカリキュラムの中で地域志向性の意識づけに努力したい。 

 高齢社会はデメリットではなく、特に看護職には、施設や在宅等場所の如何にかかわらず

看護本来が目指す患者や地域住民主体のケアを提供ができるメリットがある。ＣＯＣ事業

は、開学当初より本学が進めてきた地域社会の保健・医療・福祉に貢献できる専門職の育成

をより強化できるものと確信している。 

 

神戸市看護大学 

地域連携教育・研究センター運営委員長 
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2014(H26)年度補助金交付概要 

 

総額   30,836,000円 

内訳 

     物品費  3,707,000円 

     人件費・謝金 19,480,000円 

     旅費     776,000円 

     その他  6,873,000円 

 

＜参考＞ 2013(H25)～2017(H29)年度補助金交付(予定)額 

 2013(H25)年度 18,062,000円 

 2014(H26)年度 30,836,000円 

 2015(H27)年度 29,257,000円 

 2016(H28)年度 29,180,000円 

 2017(H29)年度 29,841,000円 
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